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●東京タワー完成�
●関門トンネル開通�

●フラフープ�
●チキンラーメン�
●スバル360

●第1回視聴率調査（NHK他）�
●第1回「国民生活調査」（総理府）�
●第1次「新聞総合調査」�
（新聞協会）�
●日本マーケティング協会設立
（57年）�

●「月光仮面」放送開始��
●「栄養白書」4人に1人
は栄養不足と警告�

●大阪・天満橋に�
「市場調査研究所」を創立�

●市場調査の開始� ●「ペンタゴンモデル」の開発� ●「勝ち残りのマーケティング」�

●主婦の店ダイエー開店（三宮）�
チェーン展開へ�
●ヨーカ堂（現イトーヨーカ堂）
設立�

●皇太子ご成婚�

●大和ハウス･プレハブ第1号
「ミゼットハウス」発売�

●国民生活研究協会（現・国民
生活センター）設立��

●販売実務協会設立��
●テレビ広告費（前20％増）が
ラジオ広告費を抜く�

●男女合同ハイキング��
●白黒テレビの普及��
●「少年マガジン」創刊�
●「少年サンデー」創刊�

●株式会社綜合マーケティング
研究所に社名を変更し東京、
名古屋に事務所を設立�

●ソ連のガガーリン、人類初宇
宙飛行「地球は青かった」�

●アンネナプキン��
●「トリスを飲んでハワイに行こ
う！」�

●ACニールセン機械式視
聴率調査開始��
●日本消費者協会設立「商
品テスト」開始�

●京王百貨店・小田急百貨店
設立��
●政府、自由化品目拡大�
（自由化率70％）�

●「スーダラ節」植木等�

●株式会社日本マーケティン
グ研究所に社名変更�

●心理測定技法の研究開始�
　・海外調査�
　・市場調査�
　・心理調査�
　・数理統計 の4部門�

●ベトナム戦争米、本格介入��
●キューバ危機�

●バイタリス�
●コカ・コーラ全国発売�

●テレビ番組の協同提供が
始まる�

●ハワイブーム�
（ムームー・カンカンドレス）�

●商店街振興組合法�

●ケネディ大統領暗殺�

●資生堂「ＭＧ5」�

●「ＤAGMAR理論」��
●メディアミックス理論提唱
される�

●「鉄腕アトム」「鉄人28号」
ＴＶ放送�
●巨人、大鵬、卵焼き�

●マーケティング･マップ�
「商業繁栄地区とその資料」�
刊行開始�

●スーパーマーケット急増
全国で約5000店�

●東海道新幹線開通��
●東京オリンピック�

●アイビー革命、VAN、JUN、
みゆき族�

●カルビー「かっぱえびせん」�
�

●マーケティング・セグメンテー
ション、マーケティングミック
ス論�

●海外渡航の自由化��
●「平凡パンチ」創刊�

●日韓基本条約成立��
●米がベトナムへ北爆開始�

●JALパック�
●「アイスノン」発売�

●国民世論調査開始��
●不当景品類防止法実施�

●べ平連��
●国産旅客機ＹＳ-１１が就航�

●本社を東京に移転�
（千代田区平河町）�

●ブランド競合のマルチステージ・
アプローチ手法開発�

●セールスキャンペーン研究会
発足（現在のJMR戦略ケー
ス研究会）�

●中国文化大革命�

●ビートルズ来日�
●NHKドラマ「おはなはん」�

●ライフサイクル論�

●「新・三種の神器」3Ｃ��
カラーテレビ・カー・クーラー�

●月刊「セールス・キャンペーン・
ケース・レポート」発行開始（後
の「営業力開発」誌）�

●日本ボランタリー・
チェーン協会発足�

●日本の総人口1億人を突破�

●象が踏んでも壊れないサンス
ター文具「アーム筆入」�
●リカちゃん人形�

●マクルーハン理論��
●コーポレートイメージ論�

●ミニスカート大流行�

●「セールス・キャンペーン
年鑑」創刊�

●セールス・キャンペーンの
概念化�

●日本チェーンストア協会
発足�

●ソ連チェコ侵攻�

●「ボンカレー」発売� ●オセロゲーム�

●マネージメント情報
システムの開発�

●3億円事件発生��
●グループサウンズ�
（ＧＳ）ブーム��
●霞ヶ関ビルオープン�

●「販売ヘルパー制度」のスタート�

●スーパーの売上が百貨店
を追越す�

●アポロ11号月面着陸��
●東大安田講堂�

●ドルショック�
 （ニクソンショック）�

●世界初の缶コーヒー�
「UCC缶コーヒー」発売�

●ドリフターズ「８時だョ！
全員集合」放送開始�

●SPEA(現MCEI）東京支部誕生・
事務局担当��
●アメリカのSP視察の主催�

●東京八重洲地下街オープン�

●日本万国博覧会（大阪万博）�

●ジャポニカ学習帳・発売��
●「an・an」創刊�

●ヤングマーケット時代、ライフ
スタイル論��
●日経「ブランドイメージ調査」
開始�

●三島由紀夫、割腹自殺��
●エコノミックアニマル、モーレ
ツからビューティフルへ�

●東京本社を麹町三丁目に移転��
●正規社員数50名に�

●ファミリーレストラン「すかい
らーく」1号店国立に開業�

●カップヌードル��
●カラオケの誕生�

●公共広告機構の発足��
●コンシューマリズム、ソーシャル・
ニューマーケティング論�

●ラジオの深夜放送の全盛��
●ボウリングブーム��
●成田新空港反対闘争�

●SPEA(現MCEI）大阪支部誕生�

●マクドナルド第1号店を
三越銀座店内に開業�

●日中国交正常化��
●沖縄本土復帰��
●札幌冬季オリンピック�

●ソックタッチ��
●電卓・カシオミニ�

●連合赤軍あさま山荘事件��
●横井庄一さんグアムから帰還�

●ダイエー東証1部上場　小売
店売上で三越を抜き日本一に��
●日本初ホームセンター「ドイト」
1号店開業�

●第一次オイルショック�
●変動相場制�

●「ごきぶりホイホイ」発売�

●広告費1兆円突破�

●四畳半フォークがブーム��
●「列島改造論」�

●株式会社エムシープログラム
設立（現 マーケティング・コミュ
ニケーションズ）�
●売上規模約5億円へ�

●大規模小売店法（大店法）
公布�

●戦後初のマイナス成長�

●日本マーケティング・リサーチ
綱領（案）作成�

●小野田元少尉ルバング島で
発見�

●セブンイレブン1号店�

●ベトナム戦争終結�

●100円ライター�
「チルチルミチル」�
●カルビー「ポテトチップス」�

●「日本マーケティング・リサー
チ機関協議会」（現（社）日本
マーケティング・リサーチ協会）
設立�

●「紅茶きのこ」健康ブーム
始まる�

●小売業外資完全自由化�

●ロッキード事件�

●「およげ！たいやきくん」��
●「ポパイ」創刊�

●多次元尺度解析法�

●ニューファミリー登場�

●株式会社ジェイ・エム・アール東
京（93年閉鎖）、株式会社ジェイ・
エム・アール大阪（現 ジェイ・エ
ム・アール・サイエンス）設立��
●グループ売上合計10億円超へ�

●東急ハンズ1号店�

●日本赤軍ハイジャック�
（ダッカ事件）�
●円高不況�

●カラオケブーム��
●ふとん乾燥機�

●エリア・マーケティング論の
浸透�

●株式会社マーケティング企画
（91年独立）、ネオスコンサ
ルティング（80年閉鎖）、市場
工学（79年閉鎖）を設立�

●ダイエー、いずみやがディスカ
ウント・ストア路線を打ち出す�

●成田空港の開港�

●タイトー�
「スペースインベーダー」�

●ライフスタイルニーズに
対応する商品開発�

●不確実性の時代�

●創立20周年�

●ダイエー�
「ノーブランド商品」発売�

●第二次オイルショック�

●ソニー「ウォークマン」発売�

●ノーブランド商品�

●共通一次大学入試の開始�●ピンクレディー大人気�

●改正大店法施行�

●イラン・イラク戦争勃発�
●ソ連、アフガニスタン侵攻�

●ルービックキューブ��
●任天堂・世界初携帯液晶ゲー
ム機「ゲーム＆ウォッチ」発売�

●カルチャー・マーケティング論�

●年間自動車生産台数世界一へ
（1千万台突破）�

●「第三次創業のマーケティング」
を提唱��
●「販売のわかる事典」出版�

●ダイエー年商1兆円突破��
●セブンイレブン1000店突破�

●ＤＣブランドの登場�
●クリスタル族��
●写真週刊誌「フォーカス」創刊�

●スペースシャトル打上げ�

●「選択率需要」を提唱�

●ショッピングセンター�
「ららぽーと」船橋に開業�

●東北・上越新幹線開通�

●NEC初代機�
「PC-9801」発売�

●日航機の羽田沖墜落・逆噴射��
●ホテルニュージャパン火災�

●月刊「営業力開発」誌
を創刊�

●選択率需要��
●品種から品番需要��
●第三次創業戦略��
●販促は売り方開発�

●セブンイレブン全店に
POSシステム導入�

●日本海中部地震��
●三宅島大噴火��
●大韓航空機撃墜事件�

●ファミコン発売��
●ＮＨＫドラマ「おしん」�

●東京ディズニーランド開業�

●多品種中量の経営戦略��
●顧客理解のコーディネート力��
●固有名詞のマーケティング��
●「記念」のプロモーションチャンス�

●ダイレクトマーケティングへ��
●コウホート分析盛んに�

●60年安保闘争�

●ダッコちゃん�
●たばこ「ハイライト」発売�

●日本スーパーマーケット
協会発足�

●丸井「クレジット」��
●「三種の神器」テレビ、
洗濯機、冷蔵庫�
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●日本が世界一の長寿国に�

●アップル社�
初代「マッキントッシュ」発売�

●パーソナルマーケティング論��
●分衆、小衆時代�

●グリコ・森永事件�

●代理購買の凋落��
●欲しいのは「自分」��
●売場から買場へ��
●技術のベースが違う新事業�

●「その他」の時代� �
●通過体験の願望�
●新業態開発は進める側の�
ビジネス革新�
●小口物流革命�

●プラザ合意��
●つくば万博�

●POS、VAN等流通情報
システム導入活発化�

●通産省、POSデータ
サービス開始�

●日航ジャンボ機墜落（御巣鷹山）�
●「8時だョ！全員集合」放送終了�

●ジェイ・エム・アール大阪を�
 ジェイ・エム・アール・サイエンス
へ社名変更�

●ＪＭＲ東京に関連会社�
株式会社販売開発を設立�

●マルコス政権崩壊�

●激辛ブーム、「美味しんぼ」�
●富士フイルム「写ルンです」�

●ＤＣブランドブーム��
●新業態開発��
●シーンマーケティング論�

●チェルノブイリ原発事故�
●新人類�

●「多次元接点戦略」の提唱��
●日本マーケティング研究所に�
「基礎研究」「教育」「出版」「国際」
事業部を新設�
●大阪事務所を西中島へ��
●グループ売上合計20億円に�

●進化する顧客��
●多次元接点戦略��
●本業再活性化の可能性��
●データベースマーケティング�

●AIDMAは間違い��
●顧客願望の進化��
●本業再活性化戦略��
●ショールームコミュニケーション�

●「新接点構築をプロデュース」�
●小売業のマーケティングパワー��
●接点完結力��
●店頭開発型営業��
●生活研究とマーケティング戦略�

●団塊ジュニアマーケット��
●分解再構築される需要��
●統合されたセールスプロモー
ション�
●商品と顧客の出会いの場の
多元化�

●社会性消費の台頭��
●巨大ショッピングセンターの
時代��
●統合へ向かう商品戦略��
●流通の協同、協業化�

●顧客満足のマーケティング��
●ブランド資産マネジメント��
●ロングセラーブランドの�
再活性化��
●学校のマーケティング戦略�

●消費の高度化��
●ベーシックバリューの追求��
●コーポレートコミュニケーション��
●エリアマーケティング�

●商圏間格差の拡大��
●戦略的ビジネスリンケージ��
●体験型プロモーション��
●リレーショナルエリア�
マーケティング�

●創造的組織力の開発��
●既存市場再定義による�
新組織対応��

●メーカーによる�
店頭プレゼンテーション�
●インタラクティブ・メディアの�
将来性�

●コスト時代の流通戦略��
●製販連結時代の営業システム��
●「お客様が見える時代」の�
コミュニケーション戦略��
●価値創造の商品開発�

●２１世紀の日本��
●デジタル営業のデファクト��
●２１世紀への事業再構築��
●規制緩和時代の企業活力�

●「格付け」時代への企業経営��
●企業基準宣言と�
ネットワーク構築��

●流通階層化の進展と�
卸の商流機能��

●「期待」を創造する�
販促営業の設計�

●利益創造の事業シナリオ��
●新商品開発プロセス革新��
●流通激変期の�
アクセスマーケティング�
●顧客とのリレーションシップの
再構築�

●店頭活性化への機能再編成��
●IT技術の活用と展望��
●e流通革命への対応戦略��
●顧客仕様を超える商品戦略�

●コラボレーションによる�
売場活性化��

●デフレ不況下での�
消費者マインドを読む�
●情報による差別化��
●価値ベースのマーケティング
戦略構築�

●小売のメガグループ化と�
顧客支持��
●ブランドの拡大と強化��
●消費回復下の�
マーケティングチャンス��
●パワー・ブランドの�
構築とCRM戦略�

●店頭を基点とした機能“連結”��
●巻きコミ　マーケティング��
●再成長期の市場深耕のチャンス��
●新ネット時代のマーケティング�

●エコ・コミュニケーション��
●口コミから巻きコミへ��
●次世代マーケティングの切り口�
●新しい消費者を理解する法則�

●インターネットマーケティング��
●生産財企業に学ぶ�
リレーションシップ・マーケティング�
●既存流通の再構築��
●ブランドコミュニケーションと�
リレーション戦略�

●営業支援システムが目指す�
顧客とのBPR��

●2010Ｗinning Marketing 
Style��
●デジタルな時代の�
新しい消費者を理解する法則��
●デフレ時代の�
付加価値マーケティング�

●流通生産性を向上する�
メーカー戦略�
●「商品育成」をミッションとする
営業の「売場づくり機能」��
●東京都心からの�
マーケティング革新 ��
●デジタルな時代の�
新しいマーケティング戦略構築�

●コミュニケーションの�
進化と革新��
●人口減少時代を考える��
●ヒット商品を生むための�
ネットワークづくり��

●ネットワーク時代の�
新しいマーケティング�

●セブンイレブン3000店突破�

●国鉄分割民営化、ＪＲへ��
●東証平均株価が2万円越え�

●アサヒスーパードライ��
●プリントゴッコ�

●新ディスコブーム�
 「マハラジャ麻布十番店」�

●ターゲットマーケティング論��
●コンジョイント分析、盛ん�

●東京の地価53.9％上昇�
バブル経済��

●大韓航空機爆破事件・金賢姫�

●株式会社ロスコ住まい創建を
設立（94年閉鎖）��
●グループ社員数100名超に�

●ソ連　ペレストロイカ�

●業務用途のポケベル需要拡大�
●東京ドームのオープン��
●カラオケボックスブーム本格化�

●瀬戸大橋・青函トンネル開通�

●株式会社ジェイ・エム・アール・
インタークロス（現 チャネルマ
ネジメント）を設立��
●創立30周年�

●ベルリンの壁崩壊��
●天安門事件・東欧の
民主化ドミノ現象�

●ゲームボーイ��
●NEC初代ノートＰＣ�
「ＰＣ9801Ｎ」�
●東芝「ダイナブック」�

●JMRA会長に日本マーケティ
ング研究所代表が就任�

●消費税3％スタート�

●株式会社戦略デザイン研究
所の設立（92年独立）��
●グループ売上合計25億円に�
●「学校のマーケティング」�
翻訳出版�

●酒類の販売免許緩和�

●バブル経済崩壊始まる�

●ウィンドウズ3.0 ●乗用系RV車が人気�

●JMRA「市場調査白書」発刊�

●「SP特別セミナー」開始�
●「新事業開発の論理と実際」出版�

●大学入試センター試験スタート�

●ソ連邦の崩壊��
●湾岸戦争の勃発�

●ジュリアナ東京オープン�

●ＣＳ戦略ブーム�

●オレンジ、牛肉の輸入自由化��
●雲仙・普賢岳の噴火・火砕流�

●株式会社ジェイ・エム・アール生
活総合研究所を設立��

●株式会社チャネルマネジメント
設立（ＪＭＲインタークロスより）�
●「新接点開発の論理と実際」出版�

●「新営業力開発の論理と実際」
出版�
●「生活研究所報」創刊�

●「SPプランナー養成講座」開催�
●「ブランド・ロングセラー研究会」
開催�

●公取委「独占禁止法ガイド
ライン」発表�

●ＰＫO協力法案の成立�

●ワコール「グットアップブラ」�
●商用インターネット�
プロバイダーの創業�

●IR(インベスター・リレーションズ）�

●育児休業法実施��
●学校週５日制の開始��
●きんさん、ぎんさんブーム�

●改正大店法の施行��
●公正取引委員会は再販制の
見直し措置発表�

●皇太子・雅子さまご成婚�
●平成の米騒動�

●「価格破壊」「キャラクター
商品」「混迷の時代」�

●Ｊリーグ誕生��
●ドーハの悲劇�

●不良債権問題、�
金融不安の拡大�

●関西国際空港が開港��
●松本サリン事件�

●「プレイステーション」発売�

●ＰＬ法（製造物責任法）成立�

●Jポップブーム�

●「営業力開発」誌を季刊発刊へ��
●「販売のわかる事典」�
改定･新版出版�

●セブンイレブン、経常利益でイトー
ヨーカ堂を抜き、利益日本一に��
●資生堂、セルフ商品専門の販売
会社を設立�

●阪神・淡路大震災��
●地下鉄サリン事件（オウム事件）�

●女子高生のポケベル需要ピーク��
●ウィンドウズ95�
●発泡酒�

●ペルー日本大使公邸人質事件�

●ナイキ「エアマックス」��
●新世紀エヴァンゲリオン��
●プリクラ�
●ルーズソックス�

●ブランド戦略�
「ブランドエクイティ」�
「ブランドロイヤリティ」�
「ブランドエクステンション」�

●オープン懸賞1000万円に緩和�
●O157による食中毒��
●マイアミの奇跡�

●80円ハンバーガー�

●京都議定書の決議�
●英国でクローン羊が誕生�

●もののけ姫�
●たまごっち�
●ポケモン�

●消費税の引上げ（5％）��
●山一證券の破綻��
●ジョホールバルの歓喜�

●本社所在地移転（麹町5丁目）��
●大阪事務所移転（南船場）�
●JAMネットワーク開設�

●ヤオハン・ジャパン
会社更生法の申請�

●サッカーＷ杯、日本初出場
（フランス大会）�

●100円ショップ��
●アップルiMac��
●ウィンドウズ98

●「プライバシーマーク制度」の
創設��
●ESOMAR「インターネットリサー
チに関するガイドライン」作成�

●長野冬季五輪開催�

●株式会社エムシープログラムが
株式会社マーケティング・コミュ
ニケーションズへ社名変更��
●創立40周年�

●EU「ユーロ」の誕生�

●iモード�
●AIBO�
●だんご三兄弟�

●JMRA「プライバシーマーク
認定事業者」となる�

●ＮＴＴの分割��
●金融不安・大手15銀行へ
公的資金注入�

●「2ちゃんねる」開設�

●ＪＭＲグループの
ホームページ開設�

●ヤフーがショッピングサイト等
オープン�

●ニールセン、ビデオリサーチ�
「インターネット視聴率調査」
開始�

●「JMR Eye-Tracking Solutions」
開発�
●「消費社会白書」創刊�

●「持続競争力調査」開始��
●「ITインパクト調査」開始�

●ニフティ企業�
キャンペーンデータ集開設�

●大規模小売店立地法施行�
（大店法廃止）��
●そごう民事再生法申請��
●アマゾン・ドット・コムが日本進出�

●ADSL��
●デパ地下ブームのブレイク�

●東京ディズニーシー�
●大阪ユニバーサルスタジオ��
●国内初の狂牛病�

●ユニクロ　�
●スターバックス�
●アスクル��
●プレステ2

●ミレニアムブーム�
●「IT革命」の流行�

●「2010 Winning Marketing 
Style」提唱��
●「JMR_E－Core Value Scale」
開発�

●日韓サッカーワールドカップ開催�●アメリカ9・11テロ事件�
�

●カメラつき携帯「写メール」�

●インターネット調査、
急速に拡大�

●丸ビル改装オープン��
●食の不信�

●「オピニオン･プランニング･
ネットワーク」本格稼働�

●ウォルマート、西友買収��
●ルイ・ヴィトン、世界最大店舗を
表参道に開店�

●アジアに、SARSが大流行�
●イラク・フセイン政権崩壊�

●特保商品「ヘルシア緑茶」�
●着うた�

●六本木ヒルズ・オープン　��
●「デジタル三種の神器」�
デジタルカメラ・DVDレコーダー・
薄型テレビ�

●「情報デファレンスによる
差別化戦略」提案�

●西武百貨店とそごうの持株会社、
ミレニアムリテイリングが発足�

●新潟県中越地震�

●韓流ブーム�
●焼酎ブーム�

●鳥インフルエンザ騒動�

●ダイエー、産業再生機構に
支援要請�

●人口の自然減が確定��
●出生率1.25へ�

●iPod�
●デトックス�
●mixi��
●おサイフケータイ�

●ニンテンドーＤＳLite��
●脳トレゲーム��
●TSUBAKI

●「個人情報保護法」施行�

●クールビズ��
●マンション等の構造計算書
偽造問題�

●「ビジュアル･プレファレンス･
テスト」開発�

●創立50周年�

●セブン＆アイ・ホールディングス
設立�
●ヤマダ電機、専門量販店として
初めての売上高１兆円台�

●ライブドアショック・�
東証売買停止�

●Web2.0

●セブン＆アイ・ホールディングス、
ミレニアムリテイリングと経営
統合�

●郵政民営化スタート��
●新潟県中越沖地震�

●ニンテンドーWii��
●電子マネー�

●東京ミッドタウン�
●新丸ビル　�
●大阪なんばパークス��
●格差社会�

●イオンがダイエーと資本提携�

日本マーケティング�
研究所沿革�

日本マーケティング�
研究所沿革�

岸内閣� 池田内閣�

竹下内閣� 海部内閣� 宮澤内閣� 細川内閣� 村山内閣� 橋本内閣� 小渕内閣� 森内閣� 安倍内閣� 福田内閣�小泉内閣�羽田内閣�宇野内閣�

佐藤内閣� 田中内閣� 三木内閣� 福田内閣� 大平内閣� 鈴木内閣� 中曽根内閣�

なべ底不況� 岩戸景気� いざなぎ景気�40年不況� 列島改造ブーム�

実感なき景気拡大�バブル景気�

第一次オイルショック� ロッキード不況� 円高不況�オリンピック景気�

第一次平成不況�円高不況� 第三次平成不況�第二次平成不況� IT景気�カンフル景気�
平成大不況�

日 本 の 市 場 と 共 に 日 本 マ ー ケ テ ィ ン グ 研 究 所 が 歩 ん だ 5 0 年 の 歴 史 �

中曽根内閣�


